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侵害利益をどうとらえるか？侵害利益をどうとらえるか？

法的に保護される利益利益全体
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矛盾する利益の調整矛盾する利益の調整

たとえば，匿名性

民主主義 保安
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表現の自由と限界表現の自由と限界

表現行為
表現内容
それ自体
の制限

他の利益
との調整

TPO
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紛争予防の方法紛争予防の方法

合意合意

––正しいパブリックポリシーの形成正しいパブリックポリシーの形成

––正しい利用約款・利用規則の形成正しい利用約款・利用規則の形成

––合意に反する行為に対するサンクション合意に反する行為に対するサンクション

技術的対応技術的対応

法的対応法的対応
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法的対応の枠組み法的対応の枠組み

自力救済の禁止自力救済の禁止
––復讐は許されない復讐は許されない

––自警団の存在は許されるが，実力行使をし自警団の存在は許されるが，実力行使をし
てはならないてはならない

権利の存否の判定は裁判所でなされる権利の存否の判定は裁判所でなされる

権利行使は法の定める手続によらなけ権利行使は法の定める手続によらなけ
ればならないればならない

非弁活動の禁止非弁活動の禁止


